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内容豊かで、実のある、読者の心を高めてくれ ような良質の作品とは皆、そういうものであろう。寅彦 読者に右の 注文をつけたのは 池内了氏によれば次のようなことになる。　
 　
熟したぶどう酒を味わうような読み方を期待したからに相違






















































が全七章の内、一、四、七の冒頭部に置かれていて、物語の初めと中程、そして終りという風に、作品 要 部分に置かれていることに留意される。換言すれば この一篇 頭尾を貫いて反復、強調される、重要で何か象徴的な小道具ということになる。作品の頭尾をツラヌクこの「制帽」の変化にこそ、こ 作品の総体を支える軸としてのモチーフが内包されているように私には思われる。
作品の芯棒部分たるこの「制帽」の変化の意味さえしっかりと



























　「妹の名が薫ですから。 」と微かに笑ひながら言つた。　 「船の中で蜜柑はよくありませんが、柿は船酔ひにいいくらゐですから食べられます。 」






（一） の当該引用の叙述には、いかにも若さがハチキレそうな「二十歳」の私が、旧制高等学校の「制帽」 （ 「一高の制帽」 （七） ） をキチンと「かぶり」 その誇らしげな「朴歯の高下駄」を突っ掛けて、着物と袴を「はき」 その上さらに学生カバンを「肩にかけて」いる。そういう旅装で登場している。旧制高校の学生という社会的立場を誇らしく思う若い私の昂揚





















─ 16 ── 17 ─
関係、組織の中における個人＝自己の立場など、日常的な秩序や自他の関係性からひとまず距離を置いて、 「一人」で虚心に自己と向き合ってみること──自己の新たな側面に気付き、自覚できることの意義深さは言を要さない。「私」はその意味で、 「一人伊豆の旅に出」たはずである。 「私」とは本来何者か、ど ように在るべきかを自問してみる。孤児根性で歪んでいる自分の性格に絶えず「厳しい反省を重ね、その息苦しい憂鬱に堪へ切れない」普段 （不断） の日常性というも を踏み抜く、何かしらの力を得ようとして「一人伊豆の旅に出」た
（五） 。 「伊豆」という、高等学校の学生として生活する「東京」 （五、六、七） から 自然の天地 豊 なその恵みに包まれて 「伊豆の旅」へ、ということになる。
ところで、平素「私」が意識する「孤児根性で歪んでゐる性質」





と、 「伊豆の旅に出て来 ゐ 」本来の理由 孤児根性に言及した件 （五） とが、一対の関係において叙述されているからである。「東京」の「高等学校」─第一高等学校。所謂「一高」生という、世間で自他共に評価される「私」のプライドと、 「私」の「歪














─ 18 ── 19 ─
見計らうかのようにして、 「雨脚」が天城山のその「麓から」私を「追つて来」る。
何をか言わんやの叙述・文脈であろう。天城の自然は、私のプライドとコンプレックスをバランスよく




















校の制帽を「カバンの奥に押し込んでしま」い 代わりに、 「共同湯の横で買つた鳥打帽 かぶ」る私 姿に移ろ 。
限定された場所でしか求められない、選び抜かれたステータス
シンボルとしての第一 高等学校の制帽」 。日常生活での私の自負や誇りのそれを、やはりステータスシンボルである「学生カバン」ならぬ「カバン」 その「奥」深く「押し込 む。代わり 、何処でも手に入る庶民的な、旅芸人と同様に商い用 鳥打帽 か







































をサラリと「無造作に」言える素直さ。ソレ でも、ご退屈しのぎ （位） にはなりますよ」と言えるような謙虚さ。 「それは、それは。…まあ上がつてお休みなさいまし」と言える分け隔 ない好意と受容性。そして、プライドとコンプレックスの強烈 併存と う〈個我〉に囚われていた私が、内向的なその硬い殻を破るようにして、自分の希望を「思ひ切つて」申し出、他人に積極的に働きけていく。
伊豆天城の自然は、それを眼にし呼吸をする人々に、身分階級





─ 20 ── 21 ─
「一高」生の私が旅芸人の一行に身分差を意識してあえて気遣って、というような次第ではないだろう。そのような表面的な優しさとは異にした、私と旅芸人一行との「すつかり親しくなつ」て行くその具体的な経過というものが一篇全体を貫いて描かれている以上、学制帽から鳥打帽への交代 、私と旅芸人たちとの、親密さの象徴であり 共存意識の証と見るべきであ と思う。
好奇心もなく、軽蔑も含まない、彼等が旅芸人という種類の

















ん」を鉱夫仲間から上野駅迄連れて行ってほしいと頼まれれば、「五六人の鉱夫が婆さんをいたわってゐた」のと同様に、 「私は婆さんの世話を快く引き受け」ている。他人の申し出を「快く引き受け」ることは、 「至極あたりまへ ことだと思つ ゐた」 ある。それは亦、前に、旅芸人一行と同道したいと申し出た他人の私を「無造作に」 、 「至極 んでもないといふ顔で」 喜ん」で受け入れてくれた旅芸人 人達と、同じ心 開き方 言ってよい。「好奇心もなく、軽蔑も含まない、彼等が旅芸人といふ種類の人間であること 忘れてしまつたやうな、私の尋常 好意は、彼等の胸にも沁み込んで行くら か 。 」 （四） という叙述については既述したが、旅芸人と私双方の身構えたところのない「尋常な好意」──「人間」としての素直な心の開き方 いうも が、実際に旅の道連れの過程の中で現在していた らに外ならない。他人の旅芸人達が他人の申し出を受け入れる。そして今度は他
人の私の気持が旅芸人達の「胸にも沁み込んで行く」 。旅芸人一行との同行で育まれた、 他者に素直 胸を開く「尋常











































をかぶつてゐる私」と受験生が話す場面 あるが、 カバンを枕にして横たは 」て話す際に制帽は不要だろう。さら その「少年の学生マントの中にもぐり込」み、 「少年の体温に温まりながら、私は涙 出委せにしてゐ る時に制帽は猶のこと不要だろう。
仮に、船室のそのそういう状態の時も「制帽」に執着して手放
さないということであれば、自負と卑屈が不離一体の強烈な自意識からいまだ猶自由ではないというこ に って、ここで引用した末尾の叙述に描かれているような心底からの充足感や、心の調和・平安は出現しな ことにな 。「肩にかけ」ていた学生カバンを「枕にして横たわつた」ように、船室内の今現在の私 はすでに、 「一高 制帽」も「高下駄」も「学生カバン」も、かつての強烈な自意識、──〈個我〉 象徴的な証ではなくなっていることを物語る。双方の強烈な自意識・我執にもはや囚われず、心 自由が得ら
れたからこそ、周囲の人から「泣いてゐるのを見られても平気
─ 22 ── 23 ─
で、 「涙を出委せにし」もする。夥しい涙のその理由を問われても、 「非常に素直に」返事ができる。少年の「親切」というものを「大変自然に受け入れられる」 。人目を気にせずに、 「少年の学生マントの中にもぐり込んで「肌 （の） 寒 （さ） 」を凌ごうともする。 「腹が空いた」私は、 「それが人の物であることを忘れたかのやうに」遠慮せずご馳走にもなる。
船室での私のこうした種々の行為は、対自・対他的な強烈な自
意識というものが解消されたがゆえ 現する姿である。自他の関係における根強い障壁が、旅芸人の一行が私の内側から引き出してくれた最大の「人間」らしさ、─他人の「親切 を「大変自然に受け入れられる」 「素直 よって、取り払われたことを意味している。
涙の理由を問われ、 「今人に別れて来たんです」と私 「非常に
素直に言つた。 」とあるように、この、 「素直に」胸を開いて、他者と向き合い係わるこ の至難さが 平素の私の「孤児根性で歪んでいる」心の正体であったこと。 くら 一人 で日々 一高」生デアルガユエノ「厳しい反省を重ね」ても打開不可能な難問であったことが、この末尾部分の叙述で簡潔明瞭に明かされている。
これまでの「二十」年間、宿痾のように蟠り根を張って来た孤














─ 22 ── 23 ─
まで私は欄干に凭れて沖の大島を一心に眺めてゐた。踊子に別れたのは遠い昔であるやうな気持だつた。
今度は大島へ是非来てほしと度々言っていた旅芸人と踊子の言葉の凝縮されたその「大島を一心に眺めてゐた」 、とある。而も、 「伊豆半島の南端がうしろに消えて行くまで」 、となっている。
伊豆の旅を通してアイデンティティの確認が成された私にとっ
て、伊 、下田での事は既に済ん しまっ 過去の事。取り戻すべくもないこと。そこに執着・未練を残すよりも、光明を見出せる未来の大 方を見つめることの方が遥かに大切。自己生存の立脚点、アイデンティティの定点を自覚し得た現在の私が見つめる方向は 未練残る下田での過去 出来事ではなく、大島というこれから将来の時間であるがゆえに、 」下田港に背を向けて、前方の「沖の大島を一心に眺め」つづける私の姿が写し出されてい であろうと思う。「孤児根性で歪んでゐる」自分の性格に拘泥し、それを引きずることよりも、そのことを「自然に受け入れられるような」 「素直」さが持てる現在の私 心が、眼をおのずと前方遠く 方向 「一心に眺め」させるからに外ならな 。そこに、 「頭が空つぽ」 、 「ただ清々しい満足」 、 「美しい空虚」 、











の「胸 （の） ときめき」に収斂される意味で使われていると見てよいだろう。「天城七里の山道できつと追ひつけるだらう。そう空想して道を急いで来た だつたが、雨宿りの茶屋でぴつたり落ち合つたものだから、私はどぎまぎしてしまつた だ。 」
 
（一）
「しかし踊子たちが傍にいなくなる 、却 て私の空想は解き放たれたやうに生き生きと踊り始めた。 」
 
（一）
「 「あんな者、どこで泊るやら分かるものでございますか、旦那様。お客があればあり次第、どこにだつて泊るんでございますよ。今夜のあてなんぞございますものか」甚 しい軽蔑を含んだ婆さんの言葉が、それならば、踊子を今夜は私の部屋に泊らせるのだ、と思つた程私を煽り立てた。 」
 
（一）
「それならば」と 煽り立て」られた「思」いも、私の踊子への純粋な恋心、 「胸 （の） ときめかし」方の範囲内 ある「空想」 ある。世俗的な意味での「客」とし 「泊る ということではな胸のときめきとは心の働き方で、肉体の介在 ない恋心 見るべ
─ 24 ── 25 ─
























踊子の豊か過ぎる髪と娘盛りのような装われ方で「十七八に見えてゐた」私の「とんでもない思ひ違ひ」が解消される。然しこの場面、前夜 「踊子の今夜が汚れるのであらうかと悩ましかつた」 、「どうとも出来ないのだと思つた」その「胸 （の） 苦し」さが杞憂であったことへの「朗らかな喜び」のみに止まるものではないだろう。「心に清水を感じ」 、 「頭が拭はれたやうに澄んで来た」などは、既述した末尾文中の、 「ただ清々しい満足」や「頭が澄んだ水につてしまつて」などを響き合う語句である。心中 一切の蟠りというものが解消した心の状態だからである。とすれば、 「ことこと笑い続け」る私の眼には、 「ほうつ 深い
息を吐」かせる踊子の「子供」そ もの 白い裸身」で立ち、そこから「背一ぱいに伸び上がる 姿形が前提として控えているという とになる。
無防備で純心な、とても開放的な行動をとる踊子のそ 姿 、
一高の制帽をかぶり高下駄で日常を過ごし、自分の性格が孤児根性で歪んでいるという双方不離一体の「その息苦しい憂鬱に堪へ切れない」生活を送っていた私の眼には、その重苦しい重圧感、閉塞感の「ほうつと深い息を吐」かせるほどの、かつて無 稀有な自身の解放感を感得させたということではなかっ だろうか。
─ 24 ── 25 ─
素足・裸足で大地に立脚スベキことの大切さを、示唆されたのである。
心底心を開いた姿と行動を見せてくれた踊子に、人に胸を開き、
他者に心を開いた係り方の大切さというものを「私」は感得し、心が開かされていく。通俗的、肉体的な「厭らし」さというものを微塵も付着 せ ない、 「若桐のやうに」健康的な「白 裸身」と、 「爪先きで背一ぱ に伸び上る程」の「子供」らしく素直で率直、果敢な行動力。 「私」には到底不可能 羨望的行動それ故に、 「頭が拭はれたやうに澄んで来」て、 「心に清水を感じ たということになる。
こうして、栄吉や踊子を始めとした旅芸人一行の「尋常な好意」





 「これで柿でもおあがりなさい。二階から失礼」と言つて、私は金包を投げた。男は断わつて行き過ぎやうとしたが、庭に紙包みが落ちたままなので、引き返してそれを拾ふ 、 「こんなことをなさつちやいけません」と抛り上げた。それが藁屋根の上に 。私がもう一度投げると、男は持つて帰つた。 
（二）
この場面の何処に違和感や疑問が生ずるか。栄吉と私とは「絶




せめて金は「紙 （に） 包」む。その金が「私の尋常な好意」の形・印とよく分つているからこそ、 「こんなことを」してはいけないと言い、一旦は辞退する。 「金」 どを介する仲と思ってはいな からである。正に「旅 道連れ、世は情 ということ。階級 上下や金銭を介しての「親しい」接近と 筋合が違う。 「私の尋常な好意」は十分栄吉の「胸に沁み込んで行」 （四） っていたから 外 らない。それ程に双方が心を開いた関係となっている。
その心の開き方というものがベースにあったがゆえに、私は二
































─ 26 ── 27 ─











と表現されているように 共同浴場の「真裸」の行動と同様に「子供」の純真 は消えて いない。踊子 その行動が所謂「色気づいた」 （二） ものでないことは、 「一心に登つて来る」という姿で如実に示されている。そ 点は二十歳の私 て、さほど意識を異にする訳ではない。
率直に、 「二人きり」で話せる時間を作りたくて「足を早めた」
と言葉で言えず、照 隠しに「指でべん〴〵 太鼓を叩く」私と、












─ 28 ── 29 ─
い程に親しい気持ちになつてゐる」 。その「山 （の） 静か」さの中で、その言葉は自然に発せられる。
「いい人ね」／「それはさう、いい人らしい」／「ほんとにいい人ね。いい人はいいね」 　この物言ひは単純で明けつ放しな響きを持つてゐた。感情の














とても在りのま で、巧んだところのない「無造作」 （二） さ、素直で率直な点 、そ 特色があるこ を示して る。彼らに「私」
を「すつかり親しく」させ （二） 更に亦「親しい気持に」させていく （五） のは、この「無造作」 、──「単純で明けつ放しな」 「素直」さというものが彼らの身に着いているからである。「私」の「親しい気持」と彼らの「無造作」とは不可分な関係で生じていることは前述した。妙な 好奇心もなく、軽蔑も含まない、彼等が旅芸人 いふ種類の人間であることを忘れてしまつたやうな 私の尋常な好意は、彼等 胸にも沁み込んで行くら かつた。 」 （四） 、ということは、彼ら 同様な「尋常な好意」 亦同様に、私の「胸にも染み込んで」くる。そ 様 、私と彼らとの
「人間」同士としての「尋常な好意」 、──稀有な双方の「胸」 ・心の「響き」合い、交感こそが、 「旅は道連れ、世は情」 （二） という「伊豆の旅」の焦点であり、 不思議な御縁ですもの」 （四） と栄吉に言わしめるゆえんがある。何故ならば、村の入口 立札で如実示されているような、 「物乞ひ旅芸人といふ種類 人達と 「人間」同士の稀有な交感、──「単純で明けつ放し」な双方の係わり方というも が成立し、実現しているからに他ならない。
こうして、若い女性達、──踊子とそのことばの「声」と「響
き」は、宿痾とも言うべき私の「歪ん」だ性格への卑屈さを取り去ってくれる。 「私自身にも自分をいい人 と素直 感じることが出来た」その「有難」さ、歓喜は、
　
私はさつきの竹の杖を振り廻しながら秋草の頭を切つた。
という行為となる。「私」の歩きを助ける「杖」をかいがいしく、懸命に探し廻ってくれた踊子の「竹の杖」で、 「秋草の頭を切」 。それは正に、 「息
─ 28 ── 29 ─
苦しい憂鬱に堪え切れ」ずに来たこれ迄の自分の「秋草の頭」を、文字通り自ら断ち「切」 たこと。──「私自身にも自分をいい人だと素直に感じることが出来 」その内面の発現行為と見てよい。
他者を「いい人らしい」 、 「ほんとにいい人ね」 、 「いい人はいい
ね」と感得させ、同じくまた、自身をいい人だ 「素直に感じることが出来」たのも 私の「晴れ晴れ 」した眼界の先に、ここでもやはり「明るい山々」が控えているように、伊豆天城の 山々」の「静か」さ、──自然の力に支えられている。
自他がどの「種類の人間である」かというような日常的な意識













孤児根性で歪んでいる性格に「厳しい反省を重ね、その息苦しい憂鬱に堪へ切れ」ずに、東京から伊豆の「旅に出 来てゐる」二十歳の私と。そして、 「物乞ひ」と同等の蔑視と排除 され方を








るほかない踊子自身の、 私」よりも更に「厳し く 重い」人生だという、偽らざるナマな「声」である。






とある。 「重」く「厳しい」現実を自身 背負い、しっかりと生きなくてはならないからこそ、 「花 や 笑ふ」 。──置かれた自身の「身の上」 （同） 、境遇を後ろ向き 眺めるの は く、前を向いて歩いて行く。 「人に本を読んで貰ふ時」 、 「真剣 表情 し がら」 、 「瞬き一つしな」 で「眼をきらきら輝かせて一心にみつめ」（四） ようとするから、 「花のやうに笑ふ」のである。「憂鬱」な雑念を払い、 「だんだん我を忘れて一心に碁盤の上へ覆ひかぶさ」るようにして五目並べに打ち込むから、 「彼女は不思
─ 30 ── 31 ─




























下田港での私との別離に際し も、 「踊子 掘割が海に入るところをじつと
000













であるやうな気持だつた。 」 （七） という態度を得る。










羽織を着込んでゐる」姿について触れて置く。この姿を「私」は、「私を送るための礼装らしい。 」と思うのを、これは今日が「赤坊の四十九日だから」 、その「法事」の （六） 礼装」なので、私勘違いだとするような議論もある。
が、羽織を「着込んでゐる」とある。法事に「礼装」をするの
は当然で、それゆえその姿を「着込」むとは言わない。とすれば、態々改めて誰の為に「着込ん」だ礼装か いうことに れば 旅芸人家族一行と「すつかり親しくなつ」てくれたことへ 感謝を代表して─「皆、昨夜晩
おそ
く寝て起きられないので失礼させていた
だ」くお詫びの印の─「私を送るため」の「 」装以外で なくなる。従って、 「私」の見方は何ら誤ってはいないという になる。私と旅芸人双方 尋常な好意」 いうも は、お互 の「胸に沁み込んで行」って （四） 甚し 誤解や感情 行き違いなどが生じないことは、二階から金包みを投げ下ろす件でも既に見た通りである。伊豆天城の「明るい山々」の「静か」な自然は、そこを旅して「歩き」深く呼吸する 々に、 「人間」同士の健全な 好意」の交感を促しめるから ある。







べ得たかと思うが、まだまだ述べ足りない処も多々ある。それ程に、川端の個々の作品のことばと文章は、汲み尽くせぬ味い深さというものがある。あまり気の利いた 学理論や文化論、強引な理屈杯を盾にして、川端の とば 文章に対しても、そこ 何か川端の心の肝心な部分が掬い取れないような処がある「固定された、血縁的な関係のみにとらわれず、人生という旅の途上で出会うすべての人々とのあいだに家族と同様 関係を構築しうると考えさえすれば 「孤児根性」の根拠
そのものが雲散霧消























































































─ 32 ── 32 ─
「伊豆の踊子」でも「雪国」でも、私は愛情に対する感謝を持つて書いてゐる。 「伊豆の踊子」にはそれが素直に現はれてゐる。

















での発表レジュメ「 「伊豆の踊子」のことば、その情理性」を基にして、稿を成した。可能なかぎり、作品の外 川端自身の言及や伝記的事柄には距離を置て、当の作品の内的文脈に即しながら、 「伊豆 踊子」全体の
モ
チーフ究明を試
みた。
ところで最近、森本穫「川端康成と伊藤初代──「非常」事件の真相」の論
（芸術至上主義文芸
42　
平
28・
11） が出た。いわゆる「非常」事件の本当の事実、
正確な姿の解明が、確実な資料に裏付けられた実証的な分析を通して成された、画期的な論考である
諸作品の「読解が大きく変わ」り、今後の川端研究に「新しい出発」を促す
この森本論をベースにして「伊豆の踊子」なる作品を眺め返せば、例えば例「いい人はいいね」と言う踊子の「この物言ひは単純で明けつ放しな響きを持つ
てゐた。感情の傾きをぽいと幼く投げ出して見せた声だつた。 」とある独特の「響き」と「声」に染め抜かれた「物言ひ」には、更にまた新たな意味が含まれ、籠められていたということにもなってくるだろう。
私がこの作品の究極的なモチーフと見るところの「解放への祈りの表現・文
字言語の定着」の背後には、川端自身による「非常」真因への「直感」の影が色濃く投影されていたという次第ともなる。
そうなれば、踊子独特の「響き」と「声」には、初代に喪われた純潔な心身
──その魂への川端自身の痛切な憧憬というようなものが込められていた、ということにもなってくるからである
森本言うところの川端研究の「新しい出発 は、もとより「伊豆の踊子」を
始め、川端文学全体に波及して行くも だろう。
─やまざき
　
こういち・文学部教授─
